
令和７年度１学期終業式式辞 

 「校長先生、入学する前は牧南のことをジショーシンだと思ってました。」これは先月あ

る女子生徒が、牧南ってどんな学校ですかという私の質問に答えてくれた時の回答です。 

「ジショーシン？」初めて耳にした言葉だったので、「でも先生、実際は全然ジショーシン

じゃなくて毎日楽しいです！」と笑顔で話し続ける彼女を「ちょっと待って」と遮って、ジ

ショーシンの意味を尋ねました。皆さんは分かりますか？隣同士で確認し合ってみてくだ

さい。はい、どうぞ。 

 ジショーシンとは「自称進学校」を短くした若者言葉で、マイナスイメージで使われるこ

とが多いようです。例えば、大学入試のためだけにお尻をたたかれて勉強をさせられる学校

とか、生徒に主体性がない、積極的な活動が乏しい学校など、とされています。彼女の話に

戻ると ― 入学前は勉強ばかりの面白くない高校生活を覚悟していたけれど、実際は部活

も行事も充実していて今はとてもいい学校だと思う ― 私はこう理解しました。また、別の

男子生徒は牧南をこんな風に表現してくれました。「校長先生、自分は勉強が得意な方じゃ

ないけど、牧南は勉強ができる人、運動ができる人、いろんな友達に出会えるいい学校です。」 

さあ、皆さん自身はどう思いますか。牧南はどんな学校かと問われたら、どう答えますか。 

 答えは人それぞれ、唯一の正解はありません。しかし、この二人の話から私はフランスの

細菌学者パスツールの言葉、Chance favors the prepared mind.を思い出しました。日本語に

すると、チャンスを手にするのは準備できている者だけだ、というようなニュアンスです。

つまり、チャンスは人々に平等に訪れるとしても、それをつかめるかどうかはその人次第。

日頃からいかに準備し、観察眼や洞察力を磨いているかにかかっているということです。 

 パスツールの言う、チャンスと準備の関係はスマートフォンのネット接続に例えると分

かりやすいかもしれません。空気中にはネットに接続するための電波が常に飛び交ってい

ます。しかし、電波は見えないし聞くこともできません。一方、スマホの電源を入れてネッ

ト接続すれば、電波が変換されて映像や音声を楽しむことができます。スマホで電波をキャ

ッチするということは、優れた知識や技術で訪れたチャンスをつかむことに似ています。さ

て、学校生活を振り返ると、毎日授業があり、部活があり、時には行事があり、クラスメー

トと挨拶を交わし、仲の良い友達や先生と話をし、今は放送で私の式辞を聞いている。でも、

こうした場面で訪れるチャンスに気付くのか、気付かないのか、また、気付いた時にそれを

活かせるのか活かせないのかは皆さんの備え次第です。先の二人は、準備ができていたから

こそ、行事などに積極的に関わって楽しみを広げることができた。初めてクラスメートに出

会った時に、心のコップが上を向いていたから会話に花が咲き、友達の輪が広がっていった。

そういうことだと思います。毎日の生活を大切に過ごしていれば、どんなチャンスがどんな

タイミングで訪れても確実にそれをつかむことができます。牧南生の皆さんには、夏休みが

始まるこの節目をきっかけにして、自分の生活を振り返ってみてほしいと思います。 

 次に、夏休みを前に二つのことをお願いして式辞を終えます。 

一つ目は、ぜひこの期間中、読書に親しんでほしいということです。少なくとも２冊、自



分の読みやすい本とちょっと背伸びをして自分を成長させてくる本を読んでみてください。

今回の図書館だよりには、７名の先生方がご自身の読書体験を綴っています。本との付き合

い方を考えるヒントが満載ですので、本を選ぶ参考になるはずです。 

 ところで、皆さん、次に本校の図書館を訪れる機会があったら、ぜひ、壁に掛かる二つの

美術作品に注目してみてください。私が感じた印象を簡潔に説明しますので、しばらく目を

閉じてどんな作品か想像してみてください。用意はいいですか？一つは見事なバラが描か

れた油絵です。赤、ピンク、白、色とりどりの花びらがキャンバスいっぱいに生き生きと描

かれています。もう一つの作品は朝日を背景に一艘の船が漂う情景を描いた木版画です。真

っ赤な太陽とオレンジに染まる朝明けの中、船に佇む人物の穏やかな一日を予感させるよ

うな作品です。これらの作品は、いずれも、かつて本校に在籍した牧南生のご家族から寄贈

されたものです。残念なことに、お二人とも本校を卒業することができませんでした。在学

中に交通事故に巻き込まれ、尊い命を奪われたからです。お二人の命日はそれぞれ平成15年

１月14日と平成元年９月30日です。これが皆さんに伝えたかった二つ目のお願いです。夏

休み期間中、交通事故や水の事故など、安全や健康にくれぐれも注意して過ごしてください。 

 ではこの夏休み、牧南祭の準備や部活動、進路実現に向けた取組や中学生体験入学等、自

分の置かれた状況や与えられた役割を踏まえ、成すべきことに取り組みましょう。２学期の

始業式、一人も欠けることなく、一回り成長した皆さんに再開することを祈念し、式辞とし

ます。 


